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 JROSG 海外出張支援のもと、肺腫瘍に対する動体追尾放射線治療におけるターゲット設定法の比較

についてまとめた結果を第 59 回米国放射線腫瘍学会(ASTRO)大会にて発表いたしました。このたびの

ご支援に深く感謝申しあげます。 
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【目  的】 

以前我々は、動体追尾照射において、体内マーカの位置をもとにした新しいターゲット（ITVtracking）

を定義した。一方、一般的には腫瘍に各方向に 5mm 程度のマージンをとってターゲットとしているこ

とが多い（ITViso）。今回の研究ではこの 2つのターゲットの比較を行った。 

【対象と方法】 

動体追尾放射線治療を受けた患者の四次元 CT を用いて、ITVtrackingと ITVisoを作成し、それぞれの体

積を t-test、その重なり具合を Dice’s similarity coefficientを用いて統計学的に検討した。 

【結  果】 

26 セットの 4DCT で検討した。腫瘍径の中間値は 21mm（範囲は 10-44mm）、ITVtrackingと ITVisoの

中間値は 12.4ml（範囲は 5.1-70.3ml）と 18.5ml（範囲は 1.8-64.8ml）で ITVisoの方が有意に大きかっ

た(p < 0.01)。DSCの中央値は 0.73であった。 

【結  論】 

ITVisoは ITVtrackingより有意に大きかったが、ITVisoは常に ITVtrackingを含んではいなかった。体内マー

カ位置をもとにした動体追尾照射においては ITVtrackingを用いることでターゲットの大きさを減らすこ

とが可能である。 


